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吉
野
生
地
区
で
絵
手
紙
教
室

　

吉
野
生
公
民
館
で
地
区
住
民
を
対
象
と
し
た
絵
手
紙
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
女
性
活
動
支
援
事
業
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
普
段
仕
事
や
家
事
で
忙
し
く
過
ご
す
主
婦
の
み
な
さ
ん
の
交
流

と
公
民
館
活
動
の
活
性
化
を
目
的
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
「
言
葉
絵
描
き
」
と
し
て
活
躍
中
の
松
浦
明
郎
氏
を
講

師
に
迎
え
、
季
節
の
花
や
果
物
を
題
材
に
し
た
絵
手
紙
作
り
に
13

名
の
主
婦
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
も
つ
絵
筆
や
顔

彩
に
戸
惑
い
な
が
ら
時
間
が
経
つ
の
を
忘
れ
て
作
品
づ
く
り
に
没
頭

し
ま
し
た
。
こ
の
教
室
で
描
か
れ
た
作
品
は
、
吉
野
生
地
区
の
文
化

祭
に
展
示
さ
れ
新
し
い
女
性
活
動
の
ア
ピ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　

吉
野
生
地
区
公
民
館
で
は
、
地
域
の
女
性
活
動
を
支
援
す
る
催

し
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
来
年
の
干
支
を
題
材
に
し
た
「
ち
ぎ
り
絵
教
室
」
を

12
月
８
日
㈰
に
開
催
予
定
で
す
。
20
名
程
度
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
吉
野
生
公
民
館
（
☎
42
・
０
８
０
１
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

吉
野
生
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
宇
和
島
鉄
道
全

線
開
通
90
周
年
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
予
土
線
の
前
身
「
宇
和
島
鉄
道
」
は
、
１
９
２
３
年

12
月
12
日
に
近
永
駅
か
ら
旧
吉
野
駅
ま
で
延
長
し
、
全
線
が

開
通
し
た
の
で
す
。
１
９
３
３
年
に
は
国
鉄
に
買
収
さ
れ
、

現
在
の
Ｊ
Ｒ
予
土
線
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
西
南
四
国
歴
史
文
化
研
究
会
松
野
支
部
で
つ
く
る
実
行
委

員
会
に
よ
る
も
の
で
、
町
内
外
か
ら
大
勢
の
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
実
行
委
員
長
の
矢
野
和
泉
氏
が
「
鉄
路

の
夢
『
宇
和
島
鉄
道
』
物
語
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、
交

通
が
不
便
だ
っ
た
吉
野
生
地
区
が
、
鉄
道
開
通
に
よ
っ
て
人

口
が
増
え
物
流
が
盛
ん
に
な
っ
た
当
時
の
様
子
を
説
明
し
ま

し
た
。
ま
た
、
北
宇
和
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
や
、「
ぱ
・

ら
・
り
近
永
童
謡
の
会
」
と
松
野
東
小
学
校
児
童
に
よ
る
鉄

道
唱
歌
な
ど
の
合
唱
も
行
わ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
に
華
を
添
え
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
、
地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
バ
ザ
ー
や
北
宇

和
高
校
に
よ
る
物
産
展
、
鉄
道
関
連
商
品
の
販

売
な
ど
も
行
わ
れ
、
来
場
客
ら
が
お
土
産
を
買

い
こ
ん
で
い
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

10
19

10
20

宇
和
島
鉄
道
全
線
開
通
90
周
年
イ
ベ
ン
ト

森 の国だ より



3

ロ
ー
プ
木
登
り
で
遊
ぼ
う

　

滑
床
渓
谷
で
「
ロ
ー
プ
木
登
り
で
遊
ぼ
う
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
滑
床
渓
谷
の
自
然
の
中
で
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
木
登
り
を

体
験
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
自
然
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
も
ら
お
う
と

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
松
野
ま
ち
づ
く
り
青
年
会
議
」
が
主
催
し
た
も
の
で
、
町
内
外
か

ら
約
20
人
の
親
子
連
れ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
雨
の
影
響
も
感

じ
さ
せ
な
い
様
子
で
木
登
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ロ
ー
プ
木
登
り
は
、
空
身
で
よ
じ
登
っ
て
い
く
木
登
り
と
は
違
い
、
ロ
ー
プ

と
ハ
ー
ネ
ス
（
安
全
帯
）
を
つ
な
い
で
登
る
の
で
、
安
全
に
そ
し
て
木
を
傷
め

ず
登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
あ
る
程
度
の
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
が
必
要
と

な
る
た
め
、
慣
れ
る
ま
で
は
う
ま
く
登
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
も
最
初
は
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら
体
を
持
ち
上
げ
て
い
ま
し
た
が
、
中
盤
に
差
し
掛
か
る
と
、

み
ん
な
慣
れ
た
様
子
で
ひ
ょ
い
ひ
ょ
い
と
登
っ
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

中
に
は
親
が
子
ど
も
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
よ
う
な
場
面
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

渓
谷
の
自
然
の
中
で
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

中
央
公
民
館
主
催
で
、
秋
の
滑
床
自
然
観
察
登
山
が

行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
滑
床
フ
ァ
ン
21
名
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

滑
床
を
愛
す
る
会
の
藤
井
勝
氏
の
ガ
イ
ド
の
も
と
、

一
行
は
猪
の
コ
ル
か
ら
八
面
山
を
登
り
、
三
本
杭
を
目
指

し
ま
し
た
。

　

道
中
、
ガ
イ
ド
の
説
明
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
シ
ラ

キ
や
カ
エ
デ
な
ど
赤
く
色
づ
く
木
々
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
、
山
頂
付
近
で
は
雲
が
か
か

り
、
山
頂
か
ら
の
景
観
を
楽
し
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
秋
の
息
吹
を
感
じ
な
が
ら
森
林
美
を
満
喫

し
た
参
加
者
た
ち
は
、
三
本
杭
で
昼
食
を
と
り
大
満
足

で
下
山
し
ま
し
た
。

　

渓
谷
は
四
季
折
々
、
違
っ
た
表
情
を
見
せ
、
何
度
訪

れ
て
も
登
山
者
を
気
持
ち
良
く
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
す
。

中
央
公
民
館
で
は
、
春
と
秋
に
登
山
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
滑
床
自
然
観
察
登
山
で
森
の
国
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

11
2

秋
の
滑
床
自
然
観
察
登
山

10
20

森 の国だ より
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松
野
町
文
化
祭

11
2･₃

森 の国だ より

　

11
月
２
日
㈯
、３
日
㈰
に
「
広
め
よ
う
文
化
の
心　

森
の
国
文
化
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
展
示
部
門
は
２
日
、
３
日
に
行
わ
れ
、
書
道
・

華
道
・
山
野
草
・
写
真
・
押
花
絵
・
手
芸
・
俳
句
・
絵
画
・
児
童
生
徒

作
品
の
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
日
㈰
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
芸
能
大
会
が
行
わ
れ
、
和
太
鼓
・
日
舞
・
軽
音
楽
・
大
正
琴
の

ス
テ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
特
別
講
演
と
し
て
キ
ッ
ズ
英
会

話
ス
ク
ー
ル
に
よ
る
英
語
劇
「The V

ery H
ungry C

aterpillar

　

〜
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
〜
」
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
好
評
の
文
化
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
生
花
つ
く
り
や
押
花
絵
に

よ
る
は
が
き
つ
く
り
、
書
道
体
験
な
ど
７
部
門
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
そ

れ
ぞ
れ
に
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
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２
年
に
一
度
の
松
野
町
産
業
祭
が
虹
の
森
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
”ま
つ
の“
の
特
産
品
や
ス
イ
ー
ツ
、工
芸
品
な
ど
が
並

び
、雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

青
空
市
な
ど
で
普
段
目
に
す
る
特
産
品
も
、
生
産
者
自
ら
が
実
演
、

販
売
す
る
こ
と
で
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詰
め
か
け

た
来
場
者
も
、
県
下
に
誇
る
松
野
町
の
特
産
品
を
手
に
取
り
な
が
ら
、

生
産
者
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
各
種
団
体
に
よ
る
う
ど
ん
や
焼
き
そ
ば
の
販
売
、
杵
つ
き
餅

の
実
演
販
売
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
秋
の
肌
寒
さ
が
顔
を
見
せ
る

中
、
ほ
か
ほ
か
の
食
べ
物
に
舌
鼓
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞
こ
え
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
鬼
北
消
防
署
に
よ
る
は
し
ご
車
の
体
験
乗
車
や
、
消

火
体
験
、
輪
投
げ
や
風
船
販
売
な
ど
の
楽
し
い
体
験
ブ
ー
ス
も
開
設
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

11
₃

松
野
町
産
業
祭 

〜
ま
つ
の
の
チ
カ
ラ
展
〜

森 の国だ より
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吉
野
生
地
区
で
も
文
化
祭

　

11
月
９
日
・
10
日
の
二
日
間
、
吉
野
生
地
区
の
文
化
祭
が
吉
野
生
交
流

促
進
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
文
化
団
体
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
手
づ
く
り
の
文
化
祭

に
大
勢
の
人
が
参
加
し
、
菊
花
展
や
特
産
品
販
売
、
杵
つ
き
餅
実
演
販
売
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

交
流
セ
ン
タ
ー
に
は
、
書
道
、
生
け
花
、
押
花
絵
、
ち
ぎ
り
絵
、
写
真
、

絵
手
紙
作
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、
吉
野
句
会
の
俳
句
作

品
に
柳
野
治
示
氏
の
写
真
を
合
体
さ
せ
た
「
俳
句
で
め
ぐ
る
ふ
る
さ
と
の

風
景
」
と
題
し
た
新
し
い
展
示
物
が
観
客
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
芸
能
大
会
で
は
、
東
小
学
校
児
童
の
ダ
ン
ス
や
吉
野
生
保

育
園
児
の
踊
り
、
地
元
愛
好
会
の
カ
ラ
オ
ケ
、
日
舞
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

賑
や
か
な
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

11
9･10

森 の国だ より
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11
10

11
10

松
野
町
消
防
団
防
火
デ
ー

　

11
月
９
日
か
ら
15
日
は
秋
の
火
災
予
防
週
間
で
す
。
こ
れ
に

合
わ
せ
て
、
松
野
町
消
防
団
で
も
期
間
中
の
日
曜
日
を
「
松
野

町
消
防
団
防
火
デ
ー
」
と
位
置
づ
け
、
様
々
な
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
８
時
半
か
ら
各
分
団
の
消
防
車
を
総
動
員
し
て
火

災
予
防
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
町
内
各
地
に
火
災
予
防
が
呼
び

か
け
ら
れ
ま
し
た
。
パ
レ
ー
ド
と
並
行
し
て
、
団
員
に
よ
る
防

火
啓
発
用
ビ
ラ
の
各
戸
配
布
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
用
消

火
器
の
破
裂
事
故
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
火
器
を
持
っ

て
い
る
家
に
は
点
検
や
注
意
喚
起
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
地
元
の
区
長
・
組
長
立
会
い
の
も
と
、
消
火

栓
や
防
火
水
槽
な
ど
の
消
防
水
利
の
点
検
・
調
査
も
行
わ
れ
、

団
員
た
ち
は
火
災
が
起
こ
っ
た
際
の
消
火
系
統
や
、
消
火
栓
や

防
火
水
槽
の
未
整
備
地
区
な
ど
を
把
握
し
、
今
後
の
消
防
活
動

へ
向
け
た
基
盤
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

奥
内
棚
田
ま
つ
り

　

日
本
の
棚
田
百
選
に
認
定
さ
れ
て
い
る
蕨
生

奥
内
地
区
の
棚
田
に
は
色
鮮
や
か
な
コ
ス
モ
ス

が
咲
き
、
見
る
人
を
癒
し
ま
す
。
地
元
の
有
志

ら
で
結
成
さ
れ
た
「
遊
鶴
羽
棚
田
会
」
は
、
コ

ス
モ
ス
の
広
が
る
棚
田
で
、
今
年
で
３
回
目
と

な
る
「
棚
田
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
天
候

で
し
た
が
、
会
場
と
な
っ
た
奥
内
地
区
の
棚
田

に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
、
棚
田
米
の
お
に
ぎ
り

や
、
特
製
の
猪
肉
入
り
う
ど
ん
を
頬
張
っ
て
い

ま
し
た
。
今
年
は
、
草
鞋
飛
ば
し
大
会
な
ど
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
に
、
三
味
線
や
オ
カ
リ

ナ
の
演
奏
、
鬼
城
太
鼓
や
町
内
外
に
フ
ァ
ン
の

多
い
フ
ォ
ー
ク
バ
ン
ド
「
ゆ
ず
の
香
り
」
の
ラ

イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

も
行
わ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
辺
り
が
薄
暗
く
な
る
と
、
棚
田
の
畦

に
設
置
さ
れ
た
灯
篭
に
灯
が
と
も
さ
れ
、
棚
田

を
幻
想
的
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
、
地
元
有
志
ら
に
よ
る
手
作
り
の

イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
是
非
参
加
し
て
、
松
野
町
の
隠
れ
た
魅

力
を
発
見
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

森 の国だ より
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の掲示板ま ち

秋
茄
子
の
紺
極
ま
り
し
一
夜
漬 

伊
藤　

富
子

野
良
着
の
背
青
虫
の
せ
て
戻
り
け
り 

岡
本　

京
子

名
月
や
幾
歳
月
を
生
き
て
き
て 

金
谷　

惠
子

燈
火
親
し
辞
書
を
片
手
の
虫
眼
鏡 

金
谷　

重
子

膝
に
寄
る
猫
の
ぬ
く
み
や
秋
時
雨 

金
谷　

文
恵

喪
の
明
け
て
祠
参
り
や
落
葉
道 

木
下
三
千
恵

ト
ラ
ク
タ
ー
北
の
大
地
や
秋
実
る 

駒
山　

忠
夫

信
号
の
赤
の
点
滅
秋
出
水 

谷　

き
よ
し

赤
い
羽
根
総
理
の
胸
に
記
者
会
見 

布　
　

久
光

秋
遍
路
も
て
な
し
優
し
伊
予
訛 

布　
　

康
江

野
分
過
ぎ
山
に
少
し
の
色
変
り 

ひ
の
た
い
ら

秋
の
空
Ｆ
Ｍ
愉
し
冴
え
た
音 

古
谷　
　

香

秋
高
し
牧
に
辞
儀
す
る
牛
の
群 

宮
崎
き
く
を

夕
映
え
の
空
に
鋭
し
鵙
の
声 

山
下
ス
ミ
子

陽
の
差
し
て
秋
の
石
鎚
華
や
ぎ
ぬ 

赤
松　

午
子

面
取
れ
ば
童
顔
な
り
し
祭
り
獅
子 

稲
谷
キ
ミ
子

行
く
秋
や
鉄
道
唱
歌
セ
ピ
ヤ
色 

上
田
み
ち
子

昨
日
今
日
黄
の
明
る
さ
や
柚
子
畑 

岡
本　

三
葉

一
勢
に
雀
飛
び
立
つ
稗
田
に 

竹
内
サ
ダ
子

ま
ち
の
投
句
箱

葛
句
会
　
九
月
例
会
句
会 

於
　
町
民
セ
ン
タ
ー

吉
野
句
会
　
九
月
例
会
句
会 

於
　
吉
野
生
公
民
館

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句 

十
月
投
句
分

佳
作

《
不
器
男
記
念
館
》

を
ち
こ
ち
に
籾
焼
く
煙
秋
の
里 

鬼
北
町　
中
尾　
　

正

《
虹
の
森
公
園
》

懐
か
し
き
母
の
仕
草
や
秋
彼
岸 

松
野
町　
駒
山　

忠
夫

幾
歳
の
施
設
暮
ら
し
や
萩
の
花 

松
野
町　
駒
山　

忠
夫

北宇和郡小学校陸上競技大会結果
　10月17日、鬼北総合公園において、北宇和郡小学校陸上競技大会が開催され、松野町から３校78名が参加しました。大会テー
マ「練習の成果を出し切り自己ベスト」のもと、自己ベストを目指して頑張りました。大会結果は以下のとおりです。

　 １　　　位 ２　　　　位 ３　　　　位
学年 種目 男女 氏　　　　名 校名 記録 氏　　　　名 校名 記録 氏　　　　名 校名 記録

４　
　

年

60ｍ
男 近藤　浄士 近　永  9"7 清家　祥太 三　島  9"8 岡村　颯晟 近　永  9"8
女 井上　奈美 近　永  9"6 坂本こころ 日　吉 10"2 竹本　彩恵 泉 10"3

400ｍリレー
男

近藤　浄士 竹村　将永
近　永 66"7

清家　祥太 五島　愛斗
三　島 70"2

金谷　　翼 松本　恵冴
松野西 70"5

岡村　颯晟 岡野　裕斗 水谷　奏太 森野　　諄 中山　　航 塩崎　稜太

女
井上　奈美 近藤　来美

近　永 68"5
岡田　　和 川上神来良

松野西 70"1
松浦　菜帆 濱田　菜月 髙橋ひなの 井上　美空

５　
　
　
　

年

60ｍ
男 武田　龍馬 近　永  9"4 山口　　陸 三　島  9"8 平野　蒼葉 日　吉  9"8
女 家高　詩音 近　永  9"9 内藤　七摘 近　永 10"0 井上　沙耶 松野西 10"1

100ｍ
男 武田　龍馬 近　永 15"0 葛川　楓真 三　島 15"1 武田　大輝 近　永 15"4
女 池田さくら 好　藤 15"6 内藤　七摘 近　永 16"0 山崎　　愛 三　島 16"2

60ｍハードル
男 善家　　翼 好　藤 10"7 平野　蒼葉 日　吉 11"0 丹下　　昴 日　吉 11"1
女 兵頭　柚衣 松野西 11"7 塩崎　夏妃 松野西 11"8 水田　萌心 好　藤 11"9

400ｍリレー
男

武田　龍馬 武田　大輝
近　永 63"8

葛川　楓真 山口　　陸
三　島 67"2

橋本　悟空 平野　蒼葉
日　吉 67"2

山口　倫道 渡邉　健人 藤井　敦己 高田　将起 丹下　　昴 上山　泰輝

女
家高　詩音 毛利　真悠

近　永 65"6
池田さくら 清家　　侑

好　藤 68"0
井上　沙耶 山田　優花

松野西 69"3
内藤　七摘 渡邊　美好 水田　萌心 善家　歌梨 塩崎　夏妃 阿部　百恵

ソフトボール
投げ

男 渡邉　健人 近　永 49m75 小野　智弘 近　永 48m55 黒澤玄之進 松野西 41m58
女 清原　瑠依 近　永 29m72 山田　優花 松野西 27m07 川添つばさ 好　藤 23m94

走り幅跳び
男 葛川　楓真 三　島 3m50 林　亮太郎 近　永 3m44 武田　大輝 近　永 3m36
女 池田さくら 好　藤 3m10 清家　　侑 好　藤 3m07 毛利　真悠 近　永 3m05

走り高跳び
男 八惣　勝真 松野西 1m10 毛利　龍一 近　永 1m10 高村　陸翔 近　永 1m05
女 坂本　萌々 松野南 1m20 髙田　麻奈 泉 1m14 有馬　智香 松野東 1m08

６　
　
　
　
　
　
　
　
　

年

60ｍ
男 草島　広空 日　吉  8"9 亀岡　嘉典 三　島  9"0 善家　玲於 好　藤  9"6
女 寺島　由菜 近　永  9"7 井上　澄音 松野西  9"8 小川　鈴音 泉  9"8

100ｍ
男 髙橋　朱佳 近　永 14"1 亀岡　嘉典 三　島 14"3 髙田　琉夏 泉 14"4
女 松浦　未夢 近　永 15"2 田島　心美 泉 15"5 井上　澄音 松野西 15"8

60ｍハードル
男 草島　広空 日　吉  9"6 兵頭　魁人 愛　治  9"7 犬飼　光輝 松野西 10"0
女 二宮　もも 近　永 10"8 酒井　綾乃 松野東 11"1 山口　虹海 好　藤 11"1

400ｍリレー
男

髙橋　朱佳 近藤　玖伸
近　永 59"4

草島　広空 長田　泰星
日　吉 60"0

犬飼　光輝 古田口　凌
松野西 62"8

芝　　　穣 高田　駿亮 山口　優司 武内　力也 小野　真希 新城　圭悟

女
松浦　未夢 寺島　由菜

近　永 63"5
田島　心美 小川　鈴音

泉 64"7
井上　澄音 岩城　咲羽

松野西 66"6
二宮　もも 宇都宮結女 髙田　麻奈 鬼塚　亜美 篠田　侑香 吉福　瑞希

ソフトボール
投げ

男 岡林　蒼依 近　永 57m37 清水　　健 愛　治 53m99 田邊　利規 近　永 52m87
女 坂井　理子 近　永 36m07 曽我　朱莉 松野東 35m27 水谷　美波 三　島 33m37

走り幅跳び
男 髙田　琉夏 泉 4m23 髙橋　朱佳 近　永 4m13 善家　恭介 好　藤 3m99
女 松浦　未夢 近　永 4m00 髙田　葉月 近　永 3m77 丸石あずさ 三　島 3m36

走り高跳び

男 犬飼　光輝 松野西 1m31 都　啓志郎 近　永 1m28 畦地　喬生 三　島 1m28

女 石船　夏萌 愛　治 1m15
若山　　唯 日　吉

1m15鬼塚　亜美 泉
田島　心美 泉
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　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

松
　
丸
　
古
川
清
次
郎
　
　
90
歳

目
　
黒
　
稲
澤
三
千
彥
　
　
90
歳

松
　
丸
　
川
口
ツ
ヤ
子
　
　
83
歳

豊
　
岡
　
増
川
　
順
子
　
　
86
歳

松
　
丸
　
山
口
八
千
代
　
　
83
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）    

（
出
生
児
）（
性
別
）

延
野
々
　
岡
　
　
正
司
　
依
知
花
　
　
女

　
　
　
　
　
　
　
恵
子

豊
　
岡
　
尾
崎
　
　
茂
　
羽
　
海
　
　
女

　
　
　
　
　
　
か
お
り

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

金
谷
　
信
之
　
　
　
　
　
　
松
野
町

古
川
　
光
二
　
　
　
　
　
　
宇
和
島
市

中
山
　
真
樹
　
　
　
　
　
　
松
野
町

谷
口
　
喜
美
　
　
　
　
　
　
松
野
町

小
西
　
繁
喜
　
　
　
　
　
　
松
野
町

☆
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
へ

稲
澤
　
春
光
　
　
　
　
　
　
目
　
黒

☆
教
育
委
員
会
へ

清
家
　
大
貴
　
　
　
　
　
　
目
　
黒

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。町 の 人 口

世帯数　2,034世帯（－13世帯）

総人口　4,326人 （－19人）
男2,033人　女2,293人
（10月中の異動）

　　○出　生　２人　○死　亡　９人
　　○転　入　11人　○転　出　22人

平成25年10月31日現在
※外国人を含みます。

人
権
の
広
場
〜
あ
っ
た
か
言
葉
を
広
げ
よ
う
〜

　
「
あ
っ
た
か
言
葉
を
広
げ
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
っ
た
松
野
東

小
学
校
の
人
権
集
会
に
は
、
約
二
十
五
名
の
保
護
者
、
そ
し
て
地
域
の

皆
様
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
年
生
が
「
す
ご
い
ね
」「
が

ん
ば
っ
た
ね
」「
じ
ょ
う
ず
だ
ね
」「
う
れ
し
い
よ
」
な
ど
の
あ
っ
た
か

言
葉
を
、
体
験
を
も
と
に
紹
介
し
ま
し
た
。「
あ
っ
た
か
言
葉
」
と
は
、

言
わ
れ
て
う
れ
し
く
な
る
言
葉
、
元
気
が
出
る
言
葉
、
言
う
人
も
う
れ

し
く
な
る
言
葉
、
や
さ
し
く
な
れ
る
言
葉
の
こ
と
で
す
。
人
権
集
会
の

後
半
に
は
、
友
だ
ち
同
士
で
実
際
に
あ
っ
た
か
言
葉
を
掛
け
合
い
ま
し

た
。
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
お
と
な
の
方
々
に
も
そ
の
中
に
入
っ
て
い

た
だ
き
、
集
会
は
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

集
会
の
中
で
「
友
だ
ち
か
ら
言
わ
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
言
葉
は
何
で

す
か
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
、
二
年
生
が
発
表
し
ま
し
た
。
第

一
位
は
「
あ
り
が
と
う
」
で
し
た
。

　
「
あ
り
が
と
う
」
は
、誰
の
心
も
あ
っ
た
か
く
す
る
感
謝
の
言
葉
で
す
。

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、
友
だ
ち
と
よ
い
関
係
を
つ
く
る
た
め
、
あ
っ

た
か
言
葉
を
か
け
あ
う
こ
と
は
大
切
で
あ
り
、
心
を
込
め
て
言
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　

笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
集
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
か
ら

こ
ん
な
御
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

「 

た
く
さ
ん
の
『
あ
っ
た
か
言
葉
』
が
集
ま
っ
て
、
と
て
も
気
持
ち
の

良
い
発
表
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
普
段
、
何
気
な
く
言
っ
た
り
聞
い

た
り
し
て
い
る
言
葉
で
、
こ
ん
な
に
も
あ
っ
た
か
く
な
れ
る
こ
と
を

再
確
認
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
『
あ
っ
た
か
言
葉
』

を
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

　

う
れ
し
く
な
る
御
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
あ
っ
た
か
言
葉
を
掛

け
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
し
て「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
心
か
ら
申
し
上
げ

ま
す
。
み
ん
な
の
心
が
あ
っ
た
か
く
な
る
よ
う
に
、

そ
し
て
一
人
一
人
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
か
ら

も
、
私
も
「
あ
っ
た
か
言
葉
」
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

松
野
町
立
松
野
東
小
学
校

人
権
・
同
和
教
育
主
任　

丸
山　

順
二

　
史
跡
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

11
月
9
日
、
史
跡
見
学
会
「
河
後
森
城
VS
宇

和
島
城
」を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
見
学
会
は
、

中
世
の
山
城
で
あ
る
河
後
森
城
を
深
く
理
解
す

る
た
め
、
近
世
の
城
で
近
隣
の
宇
和
島
城
と
比

較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
河
後
森
城
の
特
徴
や
性

格
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
い
う
企
画
で
す
。
参
加

者
は
松
野
町
と
宇
和
島
市
の
方
々
で
す
。
第
一

弾
の
今
回
は
、
河
後
森
城
に
お
い
て
①
河
後
森

城
の
立
地
と
周
辺
地
形
に
つ
い
て
学
ぶ
、
②
河

後
森
城
の
つ
く
り
方
を
理
解
す
る
、
の
２
つ
を

取
り
上
げ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
参
加
者

の
皆
さ
ん
に
実
際
に
考
え
い
ろ
い
ろ
な
作
業
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
①
で
は
、
な
ぜ
河
後

森
城
が
現
在
の
場
所
に
つ
く
ら
れ
た
の
か
に
つ

い
て
立
地
や
周
辺
地
形
を
参
考
に
考
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
②
で
は
、
河
後
森
城
の
防
御
施

設
が
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
ど

う
い
う
人
々
が
ど
ん
な
道
具
を
使
っ
て
つ
く
っ

た
の
か
な
ど
を
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、実
際
に
見
た
り
、触
っ

た
り
、
測
っ
た
り
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題

に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
松
野
町

と
宇
和
島
市
の
参
加
者
が
お
互
い
に
交
流
し
な

が
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。 森

の
国
歴
史
発
見
！
文
化
財
通
信
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国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
と
任
意
加
入
被
保
険
者
は
、

定
額
保
険
料
に
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と

で
、
受
給
す
る
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す
。

　

定
額
保
険
料　

平
成
25
年
度
：
月
額
１
５
，
０
４
０
円

１　

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
人

　
　

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

　
　

 

任
意
加
入
被
保
険
者
（
た
だ
し
、65
歳
以
上
の
人
を
除
く
。）

２　

付
加
保
険
料
の
月
額　

４
０
０
円

３　

お
申
し
込
み
先

　
　

年
金
事
務
所
及
び
松
野
町
役
場
（
町
民
課
）

４　

付
加
年
金
額

　
　

 

付
加
年
金
額
は
、「
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月

数
」
で
す
。
例
え
ば
、20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
、

付
加
保
険
料
を
納
め
て
い
た
場
合
の
年
金
額
は
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。
付
加
保
険
料
を
納
め
た
分
は
、
2

年
間
で
モ
ト
が
取
れ
ま
す
！

２
０
０
円
×
４
８
０
月
（
40
年
）=
９
６
，
０
０
０
円

　
　

 （
毎
月
の
定
額
保
険
料
（
平
成
25
年
度
：
１
５
，
０
４

０
円
）
を
40
年
間
納
め
た
場
合⇒

７
７
８
，
５
０
０
円

※
平
成
25
年
10
月
時
点
の
金
額
）

　
　

 　

な
お
、
付
加
年
金
は
定
額
の
た
め
、
物
価
ス
ラ
イ
ド

（
増
額
・
減
額
）
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

国
民
年
金
付
加
保
険
料
に
つ
い
て

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設

行
政
相
談

【
日　
　

時
】
12
月
10
日
㈫　

午
前
10
時
〜
正
午

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

【
内　
　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相　
談　
員
】
有
馬
節
男
（
行
政
相
談
員
）

心
配
ご
と
相
談
（
弁
護
士
相
談
）

【
日　
　

時
】
12
月
10
日
㈫　

午
前
10
時
〜
正
午

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相　
談　
員
】
※
中
村
弁
護
士
・
民
生
児
童
委
員

人
権
相
談

【
日　
　

時
】
12
月
10
日
㈫　

午
前
10
時
〜
正
午

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
人
権
相
談

【
相　
談　
員
】
人
権
擁
護
委
員

　

農
業
を
営
む
人
や
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人
へ
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
で
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
調
製
し
て
い
ま

す
。
こ
の
名
簿
は
、
農
業
委
員
選
出
に
係
る
選
挙
資
格
を

登
録
す
る
も
の
で
、
各
農
家
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
資
格

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
人
は
、
必
ず
「
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
農
業
委
員
選
挙
の

投
票
と
解
職
の
請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

１　

申
請
が
で
き
る
人

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以
上
の
人
（
平
成
６
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
で
す
。

　
（
１
） １
，０
０
０
㎡
（
10
ａ
）
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
、

耕
作
の
業
務
を
営
む
人
（
農
業
経
営
者
）

　
（
２
） 上
記
農
業
経
営
者
の
同
居
の
親
族
又
は
そ
の
配

偶
者
で
、
耕
作
に
従
事
す
る
日
数
が
年
間
お
お

む
ね
60
日
以
上
の
人

　
（
３
） １
，０
０
０
㎡
（
10
ａ
）
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
、

耕
作
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、

社
員
ま
た
は
株
主
（
耕
作
に
従
事
す
る
日
数
が

年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
の
人
）

２　

配
布
及
び
提
出
方
法

　

要
件
を
満
た
し
て
い
る
世
帯
に
は
12
月
上
旬
頃
に
登

載
申
請
書
等
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
必
要
事

項
等
を
記
入
の
う
え
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て
平
成

26
年
１
月
10
日
㈮
必
着
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

３　

そ
の
他

　

要
件
を
満
た
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
申
請
書
が

届
か
な
い
場
合
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
42
・
２
２
２
７

『
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
』
の
提
出
に
つ
い
て

農業委員会だより（12月号）

５　

納
め
る
際
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

① 

付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し
込
ん
だ
月
分
か
ら
と
な

り
ま
す
。
納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
納
付
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
（
納
付
期
限

は
翌
月
末
日
。
休
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）。

　
　

② 

国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
人
は
、
付
加
保
険
料
を

納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
「
八
幡
浜
み
な
っ
と
」
を
は
じ
め
と
す
る
南
予
の
道
の
駅
・

ま
ち
の
駅
３
か
所
以
上
、
合
計
１
，
０
０
０
円
以
上
の
食
事

や
買
い
物
を
し
て
、
レ
シ
ー
ト
を
集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽

選
で
42
名
に
３
，
０
０
０
円
相
当
の
南
予
の
特
産
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

　

道
の
駅
で
、
ご
当
地
グ
ル
メ
を
味
わ
っ
た
り
、
特
産
品
を

買
っ
た
り
。
山
々
の
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
、
南
予
へ
出
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

１　

応
募
締
切　

12
月
31
日
㈫

２　

お
問
い
合
わ
せ
先　

南
予
レ
シ
ー
ト
ラ
リ
ー
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
９
・
９
２
１
・
１
１
８
８

　

県
、
愛
媛
弁
護
士
会
、
愛
媛
県
司
法
書
士
会
の
共
催
に
よ

る
無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
借
金
問
題
で
お
悩
み
の

人
、
法
律
専
門
家
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

１　

日
時　

12
月
19
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

２　

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
山
（
松
山
市
六
軒
屋
町
）

３　

申
込
期
間　

11
月
19
日
㈫
〜
12
月
18
日
㈬

　
　

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
込
が
必
要
で
す
。

４　

お
問
い
合
わ
せ
先　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
９
・
９
２
６
・
２
６
０
３

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛w

ork

で
は
、”若
手
社
員
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
講
座
“
と
題
し
て
講

演
会
を
行
い
ま
す
。

１　

講
師
： 

㈱
コ
ン
シ
ャ
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル　

代
表

取
締
役　

岩
井　

結
美
子（
い
わ
い　

ゆ
み
こ
）

２　

内
容
： 

①
お
客
様
や
上
司
と
の
関
わ
り
方（
先
輩
社
員
と

の
世
代
間
を
理
解
す
る
、
可
愛
が
ら
れ
る
若
手

と
可
愛
が
ら
れ
な
い
若
手
の
違
い
を
理
解
す
る
）

　
　
　
　
　

②
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
自
分
の
強
み
を

南
予
周
遊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン・レ
シ
ー
ト
ラ
リ
ー
実
施
中
！

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会
の
開
催

新
入
社
員
振
り
返
り
セ
ミ
ナ
ー



11

理
解
し
、
ス
ト
レ
ス
耐
性
を
強
化
す
る
）

３　

日
時
： 

平
成
26
年
1
月
22
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分
（
受
付
午
後
１
時
）

４　

会
場
： 

宇
和
島
第
一
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
和
島
市
中
央
町
１
―
３
―
９
）

５　

お
問
い
合
わ
せ
先　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛w

ork　

一
般
社
団
法
人　

え
ひ
め
若
年
人
材
育
成
推
進
機
構（
松
山
市

湊
町
3
丁
目
４
―
６　

松
山
銀
天
街
Ｇ
Ｅ
Ｔ
ビ
ル
！
４
Ｆ
）

☎
０
８
９・９
１
３・８
６
８
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
９・９
１
３・８
６
８
５

※
参
加
無
料　
　

※
入
社
1
年
目
の
方
に
限
り
ま
す

※
締
め
切
り
は
平
成
26
年
1
月
10
日
㈮
ま
で　
　

　

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

 

11
月
29
日
㈮
午
前
10
時
15
分
頃
、
国
（
総
務
省
消
防
庁
・

気
象
庁
）
に
よ
る
緊
急
地
震
速
報
の
全
国
的
な
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
防
災
行
政
用
無
線
（
屋
外
・
戸
別
）
や
Ｉ
Ｐ
告

知
端
末
か
ら
訓
練
用
の
緊
急
地
震
速
報
を
放
送
し
ま
す
。

　

緊
急
地
震
速
報
か
ら
強
い
揺
れ
が
来
る
ま
で
の
時
間
は
ご

く
わ
ず
か
で
す
。
そ
の
短
い
時
間
に
あ
わ
て
ず
に
行
動
を
す

る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
の
か

を
訓
練
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
心

が
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

県
で
は
、
12
月
17
日
〜
23
日
を
「
え
ひ
め
防
災
週
間
」、

12
月
21
日
を
「
え
ひ
め
防
災
の
日
」
と
し
て
、
県
内
各
地
で

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
後
発
生
が
心
配

さ
れ
て
い
る
南
海
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
備
え
て
、
防

災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

防
災
週
間
に
は
次
の
こ
と
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

① 

家
族
や
ご
近
所
同
士
で
誘
い
合
っ
て
防
災
訓
練
な
ど
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

②
非
常
時
持
出
袋
の
準
備
・
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

③ 

避
難
所
や
避
難
路
の
確
認
、
緊
急
時
の
連
絡
先
な
ど
家

族
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

④
家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
や
家
屋
の
耐
震
化
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
26
年
２
月
23
日
㈰
毎
年
恒
例
の
「
不
器
男
忌
俳
句
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
60
回
記
念
大
会
と
し
て
、

席
題
は
行
わ
ず
、寺
井
谷
子
氏
の
記
念
講
演
を
実
施
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
投
句
要
領
は
次
の
と

お
り
で
す
。

１　

投
句
締
切
日　

12
月
25
日
㈬

２　

投
句
料　

１
，
０
０
０
円
／
３
句

　

※ 

今
回
は
投
句
料
を
集
め
ま
す
。
郵
便
小
為
替
又
は
現
金

書
留
で
、
投
句
用
紙
と
一
緒
に
事
務
局
ま
で
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

３　

投
句
及
び
連
絡
先

　

〒
７
９
８
―
２
１
９
２　

松
野
町
大
字
松
丸
３
４
３
番
地

　

松
野
町
教
育
委
員
会　

教
育
課
内

　

不
器
男
忌
俳
句
大
会
事
務
局　

☎
42
・
１
１
１
８

　

人
や
お
金
の
動
き
の
激
し
い
こ
の
時
期
は
、
例
年
事
件
や

事
故
が
多
発
し
ま
す
。
ま
た
、
年
の
瀬
の
慌
た
だ
し
さ
か

ら
、
犯
罪
に
対
す
る
警
戒
心
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す

の
で
、
気
持
ち
を
引
き
締
め
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

１　

侵
入
犯
罪
防
止

　
　

①
玄
関
や
窓
に
は
、
補
助
錠
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

② 

家
に
い
る
時
も
油
断
せ
ず
、
玄
関
や
人
の
い
な
い
部

屋
は
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

③ 
長
期
不
在
の
時
は
、
新
聞
や
郵
便
物
を
ポ
ス
ト
に
た

め
な
い
よ
う
に
し
、
留
守
を
さ
と
ら
れ
な
い
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。

２　

ひ
っ
た
く
り
防
止

　
　

① 

夜
で
も
明
る
く
人
通
り
の
多
い
道
を
選
び
、
バ
ッ
グ

は
車
道
と
反
対
側
に
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
　

② 

自
転
車
の
前
カ
ゴ
に
は
、
ひ
っ
た
く
り
防
止
ネ
ッ
ト

や
カ
バ
ー
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

③ 

金
融
機
関
等
で
現
金
を
引
き
出
し
た
後
は
、
特
に
用

心
し
ま
し
ょ
う
。

３　

乗
り
物
盗
や
車
上
狙
い
防
止

　
　

① 

「
ツ
ー
ロ
ッ
ク
」
は
、
自
転
車
を
盗
ま
れ
な
い
た
め

の
基
本
で
す
。
２
つ
の
鍵
を
使
っ
て
、
大
切
な
自
転

車
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

② 

バ
イ
ク
を
駐
車
す
る
時
は
、
必
ず
鍵
を
か
け
、
ハ
ン

ド
ル
ロ
ッ
ク
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

③ 

車
を
離
れ
る
時
は
、
わ
ず
か
な
時
間
で
も
ド
ア
を

ロ
ッ
ク
し
、
車
内
に
貴
重
品
を
残
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

緊
急
地
震
に
係
る
訓
練
に
つ
い
て

₁₂
月
₂₁
日
は
「
え
ひ
め
防
災
の
日
」

不
器
男
忌
俳
句
大
会
の
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松野町人材育成事業について
　町では、将来を担う人材の育成を図ることを目的として、修学奨励、研修助成を行っています。事業内容は以下
のとおりです。

区　分 対　　　　象　　　　者 貸付金額 貸付条件

教育奨学生

本町に住所を有する人又はその人の子どもで、経済的理由で進学若しくは修学が困難と認め
られる人又は学力、芸術、文化若しくはスポーツに優れている人で次のいずれかに該当する人
①高等専門学校（４・５年）に在学している人
②専修学校の専門課程に進学又は在学している人
③大学又は大学院に進学又は在学している人

月額３万円

無利子
貸付対象期間は正規の修学年数

ふ る さ と
起業奨学生

本町に住所を有する人で、農林、商工、観光、福祉又は情報通信に関する分野において、
町内での起業を目的として専門技術の習得又は研修を受ける人

無利子
貸付対象研修期間は１年以内

区　分 対　　　　象　　　　者 貸付金額 貸付条件
語学研修生 本町に住所を有する人で、海外において語学を研修する人 渡航旅費

（※パスポート取
得費、渡航手続
き費用を除く）

１／２
（補助限度額30万円）留 学 生 本町に住所を有する人で、海外において国際理解教育習得のためホームスティを行う人

農 林 業 等
研 修 生 本町に住所を有する人で、産業振興のための担い手として技術研修を行う人

受講料、テキスト
代、旅費、宿泊費

２／３
（補助限度額10万円）

奨学金貸付事業

研修助成事業

※奨学金は奨学期間終了後、11年以内（内据え置き１年）で返済しなければなりません。
※日本育英会、愛媛県奨学生その他類似の育英奨学金との併用はできません。
※貸付については、審査会を経て決定することとなります。

申請手続き等詳細についてのお問い合わせ先　総務課　企画財政グループ　　☎0895-42-1111（内線222）

　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ
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12月の森の国行事予定表

日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

１ 日 森の国戦国武者伝走大会　全国県境サミット
吉野生地区合同避難訓練

当植木整形外科医院☎22-0022
当笹岡内科☎24-3886

当こおり小児科☎24-5633
当ふじいし医院☎58-4901

２ 月 可葛川以外町内全域

３ 火 不豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒 ･上家地

４ 水 ３歳児健康診査（保健センター） 大延野々集会所 可上家地以外町内全域
古豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒 ･上家地

５ 木 不松丸 ･吉野 ･蕨生 ･奥野川

６ 金 可葛川以外町内全域
古松丸 ･吉野(葛川除く) ･ 蕨生 ･奥野川

７ 土 チャリティレクバレー大会

８ 日 当福島胃腸科外科☎24-5588
当わたなべハートクリニック☎25-1717

当やくしじこどもクリニック☎24-1386
当松﨑クリニック☎58-4828 大松野町役場

９ 月 可葛川以外町内全域

10 火 不豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒

11 水 可上家地以外町内全域
古豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒

12 木 不松丸 ･吉野(葛川除く) ･ 蕨生 ･奥野川

13 金 可葛川以外町内全域
古松丸 ･吉野(葛川除く) ･ 蕨生 ･奥野川

14 土

15 日 当しませ医院☎27-1888
当沖循環器内科医院☎25-3335

当こばやし小児科☎23-1150
当鈴木外科☎52-0104

16 月 可葛川以外町内全域

17 火 不豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒 ･上家地

18 水 可上家地以外町内全域
古豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒

19 木 不松丸 ･吉野 ･蕨生 ･奥野川

20 金 可葛川以外町内全域
古松丸 ･吉野(葛川除く) ･ 蕨生 ･奥野川

21 土 虹の森公園青空市場歳末大感謝祭

22 日 虹の森公園青空市場歳末大感謝祭
門松づくり教室

当藤田整形外科医院☎22-5635
当くきた内科クリニック☎26-2260

当山下小児科☎23-0055
当市立吉田病院☎52-0611

23 月 当ますだクリニック☎23-6611
当木村内科医院☎24-0030

当こおり小児科☎24-5633
当旭川荘南愛媛病院☎45-1101 可葛川以外町内全域

24 火 不豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒

25 水 可上家地以外町内全域
古豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒

26 木 不松丸 ･吉野(葛川除く) ･ 蕨生 ･奥野川

27 金 消防団年末特別警戒～ 31日 可葛川以外町内全域
古松丸 ･吉野(葛川除く) ･ 蕨生 ･奥野川

28 土 ㊡中央診療所

29 日 当鎌野病院☎24-6611
当松浦内科医院☎23-1122

当こばやし小児科☎23-1150
当水谷医院☎52-0144 ㊡中央診療所　森の国バス

30 月 可葛川以外町内全域
㊡中央診療所　森の国バス

31 火 ㊡中央診療所　森の国バス

当……休日当番医　　　大……粗大ごみ、小型家電回収日
可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日　　古……古紙類回収日
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